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催
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１
．
調
査
事
項

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

（１）（
案
）
に
つ
い
て

路
線
バ
ス
の
乗
客
数
が
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
維
持
の
た

め
の
町
の
財
政
負
担
が
年
々
大
き

く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
路
線
の
廃

止
に
伴
う
交
通
空
白
地
帯
も
発
生

し
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
町
は

医
療
、
商
業
、
学
校
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
に
密
着
す
る
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
多
く
を
近
隣
の
自
治

体
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
通
院
・
通
学
者
を
中
心
と
し

て
、
広
域
交
通
の
充
実
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
を

踏
ま
え
て
平
成

年
３
月
、
住
民

20

や
関
係
機
関
の
代
表
の
方
を
交
え

た
「
新
十
津
川
町
地
域
公
共
交
通

協
議
会
」
が
設
立
、
住
民
等
実
態

調
査
結
果
の
分
析
、
本
町
に
お
け

る
地
域
公
共
交
通
の
課
題
分
析
、

方
向
性
確
認
等
の
協
議
を
経
て
標

記
計
画
（
案
）
が
示
さ
れ
た
。

◎
計
画
策
定
に
際
し
て
の
課
題

①
車
を
自
由
に
利
用
で
き
な
い
人

へ
の
配
慮

②
郊
外
部
と
市
街
地
を
結
ぶ
交
通

の
充
実

③
不
特
定
多
数
輸
送
か
ら
特
定
輸

送
へ
の
転
換

④
住
民
の
円
滑
な
町
外
へ
の
輸
送

確
保

◎
基
本
方
針
及
び
目
標

①
日
常
交
通
面
で
安
心
で
き
る
郊

外
生
活
環
境
づ
く
り

ア
、
新
た
な
公
共
交
通
の
構
築

・
路
線
バ
ス
運
送
か
ら
市
町
村
運

営
有
償
運
送
へ
の
転
換

ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
一
般
住
民

の
混
乗

新
十
津
川
型
デ
マ
ン
ド
輸
送

※
デ
マ
ン
ド
と
は
、
乗
客
が
乗

車
時
間
を
予
約
し
、
そ
の
時
間

に
バ
ス
等
が
運
行
す
る
。

イ
、
花
月
市
街
地
と
砂
川
市
中
心

部
の
連
絡
維
持

・
花
月
市
街
地
と
砂
川
市
と
を
連

絡
す
る
新
た
な
交
通
事
業
者
の

検
討

②
利
便
性
を
実
感
で
き
る
市
街
地

生
活
環
境
づ
く
り

ア
、
生
活
交
通
路
線
の
維
持

・
近
隣
市
町
と
連
絡
す
る
生
活
交

通
バ
ス
路
線
の
維
持

イ
、
新
十
津
川
中
心
部
と
滝
川
中

心
部
の
連
絡
維
持

・
滝
川
市
へ
の
路
線
バ
ス
便
数
の

確
保

③
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
仕
組
み
づ
く
り

ア
、
ま
ち
中
に
賑
わ
い
を
育
む
ミ

ニ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

・
快
適
な
待
合
い
ス
ペ
ー
ス
、
サ

ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
、
商
店
街

情
報
提
供
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
一

体
的
な
設
置

◎
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

バ
ス
（

人
～

人
乗
り
）
３
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台
を
借
り
上
げ
、
実
証
実
験
運
行

（
２
カ
月
程
度
）
を
２
年
間
、
平
成

年
度
に
通
年
実
証
実
験
運
行
を

23実
施
し
、
平
成

年
度
か
ら
の
本

24

格
運
行
を
目
指
す
。

２
．
報
告
事
項

町
職
員
の
勤
務
時
間
の
変
更

（１）
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
４
月

１
日
か
ら
、
町
職
員
の
勤
務
時
間

を
１
日
当
た
り
７
時
間

分
に
改

45

正
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
始
業
と

終
業
時
間
は
変
更
せ
ず
、
休
憩
時

間
を

時
か
ら

時
ま
で
と
す

12

13

る
。（
３
月
末
ま
で
は

時

分
か

12

15

ら

時
の
間
が
休
憩
時
間
）

13新
十
津
川
町
高
齢
者
保
健
福
祉

（２）計
画
（
平
成

年
度
～
平
成

年

21

23

度
）
に
つ
い
て

高
齢
者
の
介
護
問
題
、
介
護
予

防
対
策
、
生
き
が
い
対
策
等
に
関

す
る
指
針
を
整
備
し
、
高
齢
者
が

元
気
に
尊
厳
を
持
ち
な
が
ら
住
み

慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
継
続
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
た
計

画
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。
介
護

療
養
型
病
床
の
廃
止
や
介
護
職
員

の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。

新
十
津
川
町
障
が
い
福
祉
計
画

(３)
（
平
成

年
度
～
平
成

年
度
）
に
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23

つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
さ
ら
に
障
が
い
者
の

自
立
と
社
会
参
加
を
基
本
と
す
る

障
害
者
基
本
法
の
理
念
を
踏
ま

え
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
必
要
量
や
確
保
の
方
策
等
に
つ

い
て
の
計
画
内
容
の
説
明
を
受
け

た
。
吉
野
園
の
移
転
計
画
や
入
所

者
の
自
立
支
援
、
障
が
い
区
分
に

応
じ
た
予
算
措
置
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

経
済
文
教
常
任
委
員
会

@
@
@
@
@
@

（
２
月

日
開
催
）
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１
．
調
査
事
項

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事

（１）業
計
画
に
つ
い
て

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
を
広
い

視
野
か
ら
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

農
業
関
係
機
関
・
団
体
、
流
通
関

係
者
及
び
一
般
住
民
を
含
む
組
織

構
成
に
よ
る
「
新
十
津
川
町
農
産

物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
（
仮

称
）」
を
設
立
し
、
次
の
４
項
目
の

方
策
に
取
り
組
み
、
事
業
の
推
進

を
図
る
。

①
生
産
体
制
確
立
の
重
要
性

②
生
産
体
制
確
立
へ
の
支
援
事
業

③
販
売
促
進
活
動
へ
の
支
援
事
業

④
良
質
産
品
の
認
証
制
度

２
．
報
告
事
項

平
成

年
度
産
米
生
産
数
量
の

（１）

21

配
分
と
酒
米
の
動
向
に
つ
い
て

北
海
道
内
で
の
市
町
村
別
配
分

に
当
た
っ
て
は
、
前
年
需
要
量
情

報
か
ら
算
定
さ
れ
る
基
礎
需
要
量

に
ラ
ン
ク
に
よ
る
加
算
数
量
を
加

え
て
配
分
さ
れ
た
。
平
成

年
20

度
、
平
成

年
度
と
も
に
最
高
位

21

の
５
ラ
ン
ク
に
位
置
し
、
配
分
面

積

㌶
増
の
３
，５
０
８
㌶
と
な
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